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交
通
事
故
に
お
け
る
死
亡

者
は
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、
外
傷
は
い
ま
だ
に
多
い

疾
患
で
あ
る
。
正
常
な
治
癒

過
程
を
た
ど
る
場
合
は
問
題

な
い
が
、
時
に
治
療
に
難
渋

し
、
大
き
な
後
遺
症
を
残
す

こ
と
も
多
い
。
加
害
者
、
被

害
者
意
識
も
治
療
に
多
く
の

影
響
を
与
え
、
正
常
な
治
癒

過
程
を
た
ど
っ
て
も
、
精
神

的
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
も

あ
る
。
本
書
は
ま
ず
外
傷

（
骨
折
）
の
総
論
か
ら
、
上

肢
、
下
肢
、
体
幹
、
脊
椎
外

傷
の
各
論
に
関
し
て
、
医
療

現
場
で
必
要
な
項
目
を
明
確

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
、
特
に
多
く
の
質
問
を
受

け
る
項
目
に
関
し
て
は
Ｑ
＆

Ａ
と
い
う
形
で
適
切
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
全
部
の
項
目

を
精
読
し
て
も
よ
い
し
、
時

間
の
な
い
と
き
は
Ｑ
＆
Ａ
に

目
を
通
す
こ
と
も
可
能
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で

き
る
書
籍
と
感
じ
た
。
Ｑ
＆

Ａ
で
あ
る
が
、
確
固
た
る
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
お

り
、
加
藤
先
生
の
長
年
の
臨

床
経
験
や
学
問
的
知
識
が
に

じ
み
出
て
い
る
。

　
加
藤
先
生
が
書
か
れ
た

〝
は
じ
め
に
〟
で
あ
る
が
、

こ
れ
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、

全
く
そ
の
通
り
だ
と
同
意
す

る
点
で
あ
る
。
以
下
、
引
用

で
あ
る
が
、
医
療
側
と
損
保

料
率
機
構
、
保
険
会
社
側
に

は
感
情
的
な
齟
齬
が
あ
っ

た
。
両
者
の
不
平
・
不
満
の

溝
で
も
あ
り
、
感
情
的
な
も

つ
れ
が
存
在
す
る
。
医
療
側

が
面
倒
な
診
断
書
を
多
忙
中

に
作
成
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
、
医
療
側
の
ミ
ス
に

対
す
る
追
及
、
損
保
料
率
機

構
、
保
険
会
社
側
に
と
っ
て

は
、
散
々
外
来
で
待
た
さ
れ

た
揚
げ
句
に
、
誠
意
の
な
い

対
応
、
読
め
な
い
乱
文
、
乱

筆
の
診
断
書
等
で
あ
る
。
加

藤
先
生
が
ま
ず
そ
こ
で
感
じ

た
こ
と
は
、
日
頃
わ
れ
わ
れ

が
行
っ
て
い
る
医
療
行
為

が
、
異
動
の
多
い
損
保
料
率

機
構
、
保
険
会
社
側
の
方
々

に
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
正
し
い
双
方
の
理

解
の
た
め
に
本
Ｑ
＆
Ａ
が
作

成
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

　
全
体
と
し
て
、
病
態
の
定

義
、
分
類
、
疫
学
、
診
断
方

法
、
治
療
法
、
治
癒
過
程
、

合
併
症
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
際
の

週
数
を
明
示
し
て
記
載
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
定
義
、

分
類
、
診
断
方
法
に
関
し
て

は
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
単

純
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
エ
コ
ー
検

査
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
造
影

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
最
近
の
新
た
な
Ｍ

Ｒ
Ｉ
手
法
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
ら

が
お
書
き
に
な
ら
れ
た
シ
ェ

ー
マ
は
大
変
分
か
り
や
す

く
、
読
者
の
理
解
を
深
め
て

い
る
。
発
症
年
齢
、
性
別
、

罹
患
率
な
ど
も
大
変
参
考
に

な
る
。
骨
粗
鬆
症
は
加
藤
先

生
の
造
詣
の
深
い
領
域
で
あ

る
が
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折

は
60
歳
以
上
に
な
る
と
急
激

に
増
加
し
、
70
歳
ま
で
は
頚

部
骨
折
が
多
い
が
、
80
歳
以

上
に
な
る
と
転
子
部
骨
折
が

多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
は

転
子
部
骨
折
が
頚
部
骨
折
の

１
・
４
倍
～
１
・
７
倍
と
い

う
の
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

治
療
法
も
、
保
存
療
法
、
手

術
療
法
の
適
用
、
ま
た
お
の

お
の
の
経
過
が
詳
細
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
骨
折
接
合

術
、
脱
臼
や
靭
帯
・
腱
の
修

復
術
は
、
リ
バ
ー
ス
型
人
工

関
節
も
含
め
最
新
の
知
見
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。
脊

椎
手
術
に
関
し
て
も
ペ
デ
ィ

ク
ル
ス
ク
リ
ュ
ー
固
定
、
骨

セ
メ
ン
ト
を
用
い
たballo

on k
y
ph
oplasty

等
の

最
近
の
知
見
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
後
遺
症
で
問
題
と
な

る
の
は
治
癒
過
程
を
阻
害
す

る
因
子
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
年
齢
や
低
栄
養
、
喫

煙
、
他
の
合
併
症
の
併
発
は

骨
癒
合
や
軟
部
組
織
の
修
復

に
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、

局
所
の
因
子
（
不
適
切
な
手

術
や
局
所
感
染
）
も
し
か
り

で
あ
る
。
骨
折
に
限
っ
て
言

え
ば
、
遷
延
癒
合
、
偽
関
節

と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
へ
の
対
応
も
重
要
と
な

る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
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ま
だ
２
月
な
の
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
気
温
は
10
度
。

早
春
の
よ
う
だ
。
欧
州
の

最
近
の
気
候
に
は
、
温
暖

化
の
影
響
が
は
っ
き
り
表

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

の
削
減
は
最
も
重
要
な
テ

ー
マ
の
一
つ
だ
。
ド
イ
ツ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
ア

ゴ
ラ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヴ
ェ

ン
デ
（
Ａ
Ｅ
）
は
１
月
３

日
、
「
産
業
界
の
生
産
量

の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
２

０
２
３
年
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
が
前
年
比
で
約
10
％
減

っ
た
」
と
発
表
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
に
よ
る
と
、
22
年

に
は
７
億
４
６
０
０
万
㌧

だ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

は
、
23
年
に
は
７
３
０
０

万
㌧
減
っ
て
、
６
億
７
３

０
０
万
㌧
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
過
去
70
年
間
で
最
も

低
い
量
だ
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
は
、
90
年
比
で
46
％
減

っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
７
３
０
０
万
㌧
の
う

ち
、
63
％
は
火
力
発
電
所

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
で

の
削
減
だ
っ
た
。
23
年
に

発
電
の
た
め
に
使
わ
れ
た

石
炭
の
量
は
前
年
比
で
31

％
、
褐
炭
消
費
量
は
25
％

も
減
っ
た
。
ド
イ
ツ
政
府

が
再
エ
ネ
の
拡
大
政
策
を

始
め
た
２
０
０
０
年
に
は

発
電
量
に
石
炭
・
褐
炭
火

力
が
占
め
る
比
率
は
約
51

％
だ
っ
た
が
、
23
年
に
は

25
％
に
減
っ
た
。

　
Ａ
Ｅ
は
石
炭
・
褐
炭
消

費
量
が
減
っ
た
理
由
と
し

て
、
景
気
悪
化
や
企
業
の

節
約
措
置
に
よ
り
23
年
の

電
力
消
費
量
が
前
年
比
で

約
４
％
減
っ
た
こ
と
や
、

昨
年
４
月
に
ド
イ
ツ
で
原

子
炉
が
停
止
さ
れ
て
以

来
、
外
国
か
ら
の
電
力
輸

入
量
が
増
え
た
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
電
力
の
約
半
分

が
再
エ
ネ
、
約
25
％
が
原

子
力
由
来
だ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、

23
年
に
再
エ
ネ
発
電
量
が

前
年
比
で
５
％
増
え
た
こ

と
だ
。
発
電
量
に
再
エ
ネ

電
力
が
占
め
る
比
率
は
、

22
年
の
44
・
５
％
か
ら
８

・
１
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
52

・
６
％
に
な
っ
た
。
再
エ

ネ
比
率
が
50
％
を
超
え
た

の
は
初
め
て
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
に
は
産
業

界
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

23
年
の
産
業
界
か
ら
の
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
前
年
比
で

２
０
０
０
万
㌧
減
っ
て
１

億
４
４
０
０
万
㌧
に
な
っ

た
（
12
％
の
削
減
）
。
Ａ

Ｅ
は
大
幅
削
減
の
理
由
と

し
て
、
「
景
気
後
退
の
影

響
で
産
業
界
の
生
産
量
が

前
年
比
で
０
・
４
％
減
っ

た
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
量
に
消
費
す
る
業
種
の

生
産
量
が
11
％
減
っ
た
こ

と
が
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
に
つ
な

が
っ
た
」
と
説
明
し
て
い

る
。
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
原

材
料
高
騰
で
需
要
が
低
下

し
た
こ
と
や
、
不
動
産
不

況
で
セ
メ
ン
ト
や
鉄
鋼
へ

の
需
要
が
減
っ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
た
。
連
邦

統
計
局
に
よ
る
と
、
ド
イ

ツ
の
23
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

３
％
と
な
り
、
Ｇ
７
諸
国

の
中
で
最
低
と
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
昨
年
産
業
界

が
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
大
幅

に
減
ら
せ
た
の
は
、
景
気

悪
化
と
い
う
一
時
的
な
要

因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

グ
リ
ー
ン
水
素
の
導
入
な

ど
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
脱
炭

素
化
な
ど
の
長
期
的
な
要

因
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
ド
イ
ツ
が
45
年
に
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

達
成
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
未
知
数
だ
。

（
文
・
絵
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二
酸
化
炭
素
が
減
っ
た
理
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は
不
況
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は
週
単
位
で
保
存
療
法
や
低

侵
襲
手
術
、
通
常
の
手
術
等

に
分
類
さ
れ
、
詳
細
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
多
職
種
に
と
り
勉
強
に

な
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
社
会
的
問
題
に

も
な
る
頚
椎
捻
挫
と
脳
脊
髄

液
漏
出
症
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
で
の
頚
椎
捻
挫
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
つ

つ
、
本
邦
使
用
に
お
け
る
実

際
と
の
乖
離
、
適
正
な
治
療

期
間
や
遷
延
す
る
因
子
な
ど

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
加

藤
先
生
は
わ
が
国
か
ら
の
エ

ビ
デ
ン
ス
は
ま
だ
低
く
、
課

題
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
脳
脊
髄
液
漏

出
症
、
低
髄
液
圧
症
候
群
の

症
状
、
画
像
診
断
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

等
の
治
療
に
保
険
点
数
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
診
断
治
療
に
は

ま
だ
多
く
の
課
題
も
あ
り
、

今
後
も
多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
必
要
で
あ
る
。

　
本
書
は
交
通
事
故
外
傷
疾

患
を
医
療
側
と
損
保
料
率
機

構
、
保
険
会
社
側
に
共
通
認

識
さ
せ
る
分
か
り
や
す
く
書

か
れ
た
解
説
書
で
あ
る
と
同

時
に
、
日
常
疑
問
に
思
う
こ

と
に
対
す
る
回
答
書
で
も
あ

り
、
さ
ら
に
は
、
今
後
本
邦

に
求
め
ら
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス

の
創
出
に
も
踏
み
込
ん
だ
名

著
と
考
え
る
。
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